


血液凝固因子に関する精製,免疫学的研究,生化学的研究により血液凝固反応はきわめて巧

妙な調節,制御がなされていることが明らかになった。この成果は先天性凝固因子欠乏症の

本態の解明にもむけられ,単に蛋白欠損だけでなく分子異常を示す疾患も明らかにされて

きた。我々は血友病B患者に発生した抑制物質に対する中和能および牛脳プロトロンビン

時間,第ⅠX因子活性値を測定することにより分子異常の発見と病型分類を行った。 


